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経済論叢』79 巻 4 号、2007 年 3 月）は、前稿
（「三位一体改革と税源移譲に関する一考察」）
とともに、近年の分権改革の動向を丹念にトレ
ースしている。特に、地方分権 21 世紀ビジョ
ン懇談会や歳出・歳入一体改革の動きについて
焦点が当たっている。 
なお、それらに関連するものとして特に興味
がある論考として、小西敦「経済財政諮問会議
の誕生、成長、そして未来（上）（下）－内閣総
理大臣の「指導性」を中心に」『自治研究』83
巻４・５号がある。本論文は、制度の法的枠組
みにとどまらず、その運用の実態を議事録等の
検討を含めて実質的に把握しようとし、内閣に
よる会議の性格づけの違いなどにも注目してい
る。特に、経済財政諮問会議の透明性の高さが、
小泉首相の強いリーダーシップと相まって、内
閣総理大臣の指導性の強化に有益であった側面
を指摘している。 
 
